
解析学 2 演習 10 担当　木上
演習 10.1. (1) A を n 次の直交行列とする。このとき、任意の f ∈ L1(Rn)
に対して

F(f ◦ A) = F(f) ◦ A

を示せ。
(2) f : Rn → Cが radialであるとはある h : R → Cがあって任意の x ∈ Rn

に対して f(x) = h(|x|) が成り立つことである。f ∈ L1(Rn) が radial ならば
Ff も radial であることを示せ。

演習 10.2. λ > 0 とし、f(x) = (λ + x2)−1 とおく。(Ff)(x) =
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を示せ。

演習 10.3. 任意の f ∈ S(Rn) に対して (F ◦ F ◦ F ◦ F)f = f を示せ。

演習 10.4. P (x) を複素係数の１変数多項式とする。P (x) = 0 が実数解をも
たないとき、1/P (x) ∈ C∞

PG(R) を示せ。

演習 10.5. (1) f ∈ S(R) と λ > 0 に対して、
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をみたす u ∈ S(R) がただ一つ存在し、ある gλ ∈ L1(R) に対して、

u(x) =

∫ +∞

−∞
gλ(x − y)f(y)dy

と表されることを示せ。
(2) (1) の gλ を用いて、Gλ : S(R) → S(R) を Gλf = gλ ∗ f で定義する。
この Gλ は任意の p ∈ [1,∞) に対して Lp(R) からそれ自身への有界線型作
用素に拡張でき、
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が成り立つことを示せ。


